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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第１四半期連結
累計期間

第53期
第１四半期連結
累計期間

第52期

会計期間
自平成25年３月26日
至平成25年６月25日

自平成26年３月１日
至平成26年５月31日

自平成25年３月26日
至平成26年２月28日

売上高 （千円） 3,076,838 3,082,742 11,144,044

経常利益 （千円） 154,541 48,425 327,959

四半期（当期）純利益 （千円） 100,244 25,388 226,816

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 201,459 △91,220 306,277

純資産額 （千円） 6,442,375 6,412,087 6,525,262

総資産額 （千円） 9,393,161 9,561,075 9,605,834

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 11.49 2.91 25.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 68.6 67.1 67.9

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は9,561百万円となり、前期末比44百万円減少しました。主な内訳は、

現金及び預金が279百万円の増加、商品及び製品が159百万円の減少、受取手形及び売掛金が128百万円の減少、

流動資産に含まれる為替予約が116百万円減少であります。

負債は3,148百万円となり、前期末比68百万円増加いたしました。主な内訳は、支払手形及び買掛金が39百万

円の増加、固定負債の長期借入金が62百万円の増加であります。

　純資産は6,412百万円となり、前期末比113百万円減少いたしました。

（２）経営成績の分析

　　　当社は前連結会計年度より決算期を３月25日から２月末日に変更しております。これに伴い、当第１四半期連

結累計期間（平成26年３月１日から平成26年５月31日まで）は、比較対象となる平成26年２月期第１四半期連結

累計期間（平成25年３月26日から平成25年６月25日まで）と期間が異なることから、業績の状況の比較は記載し

ておりません。

 

　　　当社グループの当第１四半期連結累計期間における売上高は3,082百万円となりました。当社の中核市場であ

る家電量販チャネルの市況は、消費税増税前の駆け込み需要がありましたが、その反動が４月以降に影響し、依

然として先行き不透明な状況で推移しております。一方、通販・ＷＥＢチャネル及び業務用チャネルは堅調に推

移いたしました。

商品分野別につきましては、ＬＥＤを中心とした照明器具分野及び調理家電分野が減収しておりますが、ス

ティック型クリーナーとハンディースチーマーがＴＶ通販にて好調に推移し、業務用の冷蔵庫・浴室ＴＶも好調

であります。

営業利益は103百万円、経常利益は48百万円、四半期純利益は25百万円となりました。為替予約によるヘッジ

効果が前期より減少しておりますが、円相場に大きな変動はなく、製造原価低減活動の推進、全社的な経費の見

直しによる節減等を継続的に実施し、計画通りの利益を確保しております。

　　 （３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 （４）研究開発活動

　　　当第１四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、148百万円であります。

　　　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

EDINET提出書類

ツインバード工業株式会社(E02017)

四半期報告書

 3/14



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 34,000,000

計 34,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成26年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年７月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,030,000 9,030,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 9,030,000 9,030,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

 平成26年３月１日～

 平成26年５月31日
－ 9,030,000 － 1,742,400 － 1,748,600

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成26年５月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　304,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,719,000 8,719 －

単元未満株式 普通株式　　　7,000 － －

発行済株式総数 9,030,000 － －

総株主の議決権 － 8,719 －

 

 

②【自己株式等】

平成26年５月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

ツインバード工業㈱
新潟県燕市吉田西太田

字潟向2084-２
304,000 － 304,000 3.37

計 － 304,000 － 304,000 3.37

 

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年３月１日から平

成26年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年３月１日から平成26年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,227,218 1,507,000

受取手形及び売掛金 2,088,972 1,960,303

商品及び製品 1,957,560 1,798,486

仕掛品 163,475 247,959

原材料及び貯蔵品 199,596 241,175

為替予約 527,057 410,198

その他 262,322 224,705

貸倒引当金 △12,021 △11,590

流動資産合計 6,414,182 6,378,239

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,411,348 3,418,662

減価償却累計額 △2,738,310 △2,752,993

建物及び構築物（純額） 673,038 665,669

機械及び装置 555,867 555,867

減価償却累計額 △525,436 △525,876

機械及び装置（純額） 30,430 29,990

金型 1,476,782 1,478,988

減価償却累計額 △1,361,420 △1,370,048

金型（純額） 115,362 108,940

工具、器具及び備品 451,142 460,810

減価償却累計額 △369,032 △373,497

工具、器具及び備品（純額） 82,110 87,313

土地 1,196,154 1,196,154

建設仮勘定 18,821 30,114

その他 918,513 1,035,780

減価償却累計額 △603,851 △653,466

その他（純額） 314,661 382,314

有形固定資産合計 2,430,579 2,500,495

無形固定資産 110,169 106,028

投資その他の資産   

投資有価証券 348,247 366,771

その他 303,521 210,375

貸倒引当金 △865 △834

投資その他の資産合計 650,903 576,311

固定資産合計 3,191,652 3,182,836

資産合計 9,605,834 9,561,075
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 256,349 295,543

1年内償還予定の社債 100,000 90,000

1年内返済予定の長期借入金 579,458 597,952

リース債務 248,432 238,488

未払法人税等 42,159 26,041

未払消費税等 － 17,489

賞与引当金 54,907 2,340

製品補修対策引当金 11,282 6,470

その他 471,160 510,791

流動負債合計 1,763,750 1,785,117

固定負債   

社債 180,000 180,000

長期借入金 755,761 817,947

リース債務 162,766 215,633

退職給付引当金 96,511 57,086

役員退職慰労引当金 42,738 47,022

資産除去債務 20,100 20,100

その他 58,946 26,081

固定負債合計 1,316,822 1,363,870

負債合計 3,080,572 3,148,988

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,742,400 1,742,400

資本剰余金 1,748,600 1,748,600

利益剰余金 2,542,244 2,545,819

自己株式 △38,287 △38,428

株主資本合計 5,994,957 5,998,391

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 42,768 52,358

繰延ヘッジ損益 439,629 319,084

為替換算調整勘定 47,906 42,252

その他の包括利益累計額合計 530,304 413,695

純資産合計 6,525,262 6,412,087

負債純資産合計 9,605,834 9,561,075
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月26日
　至　平成25年６月25日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年５月31日)

売上高 3,076,838 3,082,742

売上原価 2,166,305 2,204,677

売上総利益 910,533 878,065

販売費及び一般管理費 771,396 774,708

営業利益 139,137 103,356

営業外収益   

受取利息 87 74

受取配当金 1,503 945

為替差益 47,656 －

その他 2,028 846

営業外収益合計 51,275 1,866

営業外費用   

支払利息 4,018 3,813

売上割引 31,791 30,922

為替差損 － 21,778

その他 61 283

営業外費用合計 35,871 56,797

経常利益 154,541 48,425

特別利益   

固定資産売却益 3 －

特別利益合計 3 －

特別損失   

固定資産処分損 1,958 76

減損損失 294 －

特別損失合計 2,253 76

税金等調整前四半期純利益 152,291 48,348

法人税等 52,047 22,960

少数株主損益調整前四半期純利益 100,244 25,388

四半期純利益 100,244 25,388
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月26日
　至　平成25年６月25日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 100,244 25,388

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △33,812 9,589

繰延ヘッジ損益 121,498 △120,545

為替換算調整勘定 13,529 △5,653

その他の包括利益合計 101,215 △116,608

四半期包括利益 201,459 △91,220

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 201,459 △91,220
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっており

ます。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年３月26日
至 平成25年６月25日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日）

 減価償却費 90,411千円 88,722千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年３月26日　至　平成25年６月25日）

配当に関する事項

（１）　配当金支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成25年６月21日

株主総会
普通株式 21,814 2.5 平成25年３月25日 平成25年６月24日 利益剰余金

 

　　　　　（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間末後となるもの

　　　　　　　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年５月31日）

配当に関する事項

（１）　配当金支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成26年５月23日

株主総会
普通株式 21,813 2.5 平成26年２月28日 平成26年５月26日 利益剰余金

 

　　　　　（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間末後となるもの

　　　　　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年３月26日　至　平成25年６月25日）

　　　　　　当社グループは、報告セグメントが家電製品事業のみであり、当社の業績における「その他」の重要性が乏

しいため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年３月１日　至　平成26年５月31日）

　　　　　　当社グループは、報告セグメントが家電製品事業のみであり、当社の業績における「その他」の重要性が乏

しいため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年３月26日
至　平成25年６月25日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年３月１日
至　平成26年５月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額 11円49銭 2円91銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 100,244 25,388

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 100,244 25,388

普通株式の期中平均株式数（株） 8,725,843 8,725,000

　 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

ツインバード工業株式会社(E02017)

四半期報告書

13/14



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年７月12日

ツインバード工業株式会社

取締役会　御中

 

優成監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　健文　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているツインバード工

業株式会社の平成26年３月１日から平成27年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年３月１日

から平成26年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年３月１日から平成26年５月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ツインバード工業株式会社及び連結子会社の平成26年５月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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